
ちょっとボランティア 実施報告書 
令和 3年 9 月 1 日 

事業名 外国籍の子どもたちと地元日本人のミニ運動会 

実施日 8 月 6日(金)10：00~12:00 

場 所 小笠セントラルパーク 

背 景 
市民協働センターでは 4 月から約 3 か月間、浜松学院大学から山田ブライア
ン一男さんを長期企業内留学生として受け入れた。ブライアン君は南米出身
の両親を持ち日本で生まれ育った大学生。そのルーツを生かし、市内にある外
国籍の子ども立ちを支援する NPO でインターン生として体験をするなかで
将来も日本に住み続けたい子どもたちが多くいることを知り、国籍を超えた
子どもたち同士の交流を築こうとミニ運動会を企画した。 

目 的 
外国籍の子どもたちと日本の子どもたちと交流することで、子どものころか
らお互いを知り理解を深めることで、豊かな地域社会を協力しあって実現す
るためのきっかけづくりにする。 

協力者 

 
 
参加者 

 
・虹の架け橋教室・・小学生 15人（NPO 法人静岡教育フォーラム） 
・ブラジル学校・・小学生 18 人 

（NPO法人ソヒゾ・デ・クリアンサ日伯交流協会） 
・日本人 小中学生 21人  

（キクルデツクル・虹の架け橋教室の声掛けによる個人） 

ボランティア 
大学生、中学生、（中高生 NPO体験セミナー参加者） 
ブラジル人学校の高校生、虹の架け橋教室の先生方 

内 容 
① オリンピックの聖火ランナーのパフォーマンスとトーチリレー 
・聖火ランナーからのお話と全員参加のトーチリレー 
  ・伊藤さんへの質疑応答 
②しっぽ取りゲーム 
 ・ウォーミングアップのための鬼ごっこゲーム 
 ③水鉄砲合戦 
  ・4チームに分かれて 2 ゲーム実施 
 ④記念撮影 

所感 
インターシップの大学生がイベントの企画を考案。準備不足や外国人の子ど
もたちに言葉が通じないこともあって、運営がうまくいかないこともあった。

伊藤義広氏 磐田市オリンピックの聖火ランナー 
    ・おやじクラブ 水鉄砲合戦の道具一式提供 
    ・虹の架け橋教室 運営全般の協力 



学生は反省を生かして来年度も取り組みたいという意思を表明したので、今
後実施するようなら応援したい。またイベントを通し、多くの団体に協力いた
だけたことは、日頃の活動のつながりをいかせたと感じている。 

 
   

 
 


